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○質屋営業法 

〔昭和二十五年五月八日法律第百五十八号〕 
〔総理・大蔵・厚生大臣署名〕 

質屋営業法をここに公布する。 
質屋営業法 

（定義） 
第一条 この法律において「質屋営業」とは、物品（有価証券を含む。第二十二条を除き、以

下同じ。）を質に取り、流質期限までに当該質物で担保される債権の弁済を受けないときは、
当該質物をもつてその弁済に充てる約款を附して、金銭を貸し付ける営業をいう。 

２ この法律において「質屋」とは、質屋営業を営む者で第二条第一項の規定による許可を受
けたものをいう。 
（質屋営業の許可） 

第二条 質屋になろうとする者は、内閣府令で定める手続により、営業所ごとに、その所在地
を管轄する都道府県公安委員会（以下「公安委員会」という。）の許可を受けなければなら
ない。 

２ 前項の場合において、質屋になろうとする者は、自ら管理しないで営業所を設けるときは、
その営業所の管理者を定めなければならない。 
（許可の基準） 

第三条 公安委員会は、前条第一項の規定による許可を受けようとする者が、次の各号のいず
れかに該当する場合においては、許可をしてはならない。 
一 拘禁刑以上の刑に処せられその執行を終わり、又は執行を受けることのなくなつた後、

三年を経過しない者 
二 許可の申請前三年以内に、第五条の規定に違反して罰金の刑に処せられた者又は他の法

令の規定に違反して罰金の刑に処せられその情状が質屋として不適当な者 
三 住居の定まらない者 
四 心身の故障により質屋の業務を適正に行うことができない者として内閣府令で定める

もの 
五 営業について成年者と同一の行為能力を有しない未成年者。ただし、その者が質屋の相

続人であつて、その法定代理人が前各号、第七号及び第十号のいずれにも該当しない場合
を除くものとする。 



 

六 破産手続開始の決定を受けて復権を得ない者 
七 第二十五条第一項の規定により許可を取り消され、取消しの日から三年を経過していな

い者 
八 同居の親族のうちに前号に該当する者又は営業の停止を受けている者のある者 
九 次のいずれかに該当する管理者を置く者 

イ 第一号から第三号まで又は第五号から第七号までのいずれかに該当する者 
ロ 心身の故障により管理者の業務を適正に行うことができない者として内閣府令で定

めるもの 
十 法人である場合においては、その業務を行う役員のうちに第一号から第七号までのいず

れかに該当する者がある者 
十一 第七条第一項の規定により、公安委員会が質物の保管設備について基準を定めた場合

においては、その基準に適合する質物の保管設備を有しない者 
２ 公安委員会は、許可をしないことを決定しようとするときは、当該申請者の意見を聴き、

かつ、申請者が許可を受けるためにする証拠の提出を許さなければならない。 
３ 公安委員会は、許可をしない場合においては、理由を付した書面をもつて申請者にその旨

を通知しなければならない。 
（営業内容の変更） 

第四条 質屋は、同一公安委員会の管轄区域内において営業所を移転し、又は管理者を新たに
設け、若しくは変更しようとするときは、内閣府令で定める手続により、管轄公安委員会の
許可を受けなければならない。 

２ 質屋は、廃業したとき若しくは長期休業をしようとするとき又は第二条第一項の規定によ
る許可の申請書の記載事項につき変更を生じたときは、内閣府令で定める手続により、管轄
公安委員会に届け出なければならない。 

３ 質屋が死亡したときは、同居の親族、法定代理人又は管理者は、前項の規定に準じて死亡
の届出をしなければならない。 
（無許可営業の禁止） 

第五条 質屋でない者は、質屋営業を営んではならない。 
（名義貸の禁止） 

第六条 質屋は、自己の名義をもつて、他人に質屋営業を営ませてはならない。 
（保管設備） 

第七条 公安委員会は、火災、盗難等の予防のため必要があると認めるときは、質屋の設ける
べき質物の保管設備について、一定の基準を定めることができる。 

２ 公安委員会は、前項の基準を定めた場合は、一定の公告式により、これを告示するものと
する。 

３ 第一項の規定により、公安委員会が質物の保管設備について基準を定めた場合には、質屋



 

は、当該基準に従い質物の保管設備を設けなければならない。 
（許可証） 

第八条 公安委員会は、第二条第一項の規定による許可をするときは、内閣府令で定める様式
の許可証を交付しなければならない。 

２ 前項の規定による許可証の交付を受けた者は、第四条第一項の規定による許可を受け、又
は同条第二項の規定による届出をした場合において、当該許可又は届出に係る事項が許可証
の記載事項に該当するときは、内閣府令で定める手続により、その書換えを受けなければな
らない。 

３ 第一項の規定による許可証の交付を受けた者は、当該許可証を亡失し、又は盗み取られた
ときは、内閣府令で定める手続により、直ちに管轄公安委員会にその旨を届け出なければな
らない。 

４ 第一項の規定による許可証の交付を受けた者は、前項の規定による届出をしたとき又は当
該許可証が滅失したときは、内閣府令で定める手続により、管轄公安委員会に許可証の再交
付を申請して、その再交付を受けなければならない。 
（許可証の返納） 

第九条 前条の規定により許可証の交付を受けた者は、左の各号の一に該当するに至つた場合
においては、内閣府令で定める手続により、十日以内に当該許可証を管轄公安委員会に返納
しなければならない。 
一 廃業したとき。 
二 許可証の再交付を受けた者が亡失し、又は盗み取られた許可証を回復するに至つたとき。 
三 許可を取り消されたとき。 

２ 質屋が死亡した場合において、第四条第三項の規定により死亡の届出をする同居の親族、
法定代理人又は管理者は、前項の規定により、許可証を返納しなければならない。 

３ 法人が合併以外の事由に因り解散し、又は合併に因り消滅したときは、合併以外の事由に
因る解散の場合にあつては清算人又は破産管財人、合併の場合にあつては消滅した法人の役
員であつた者は、第一項の規定により、許可証を返納しなければならない。 
（標識の掲示等） 

第十条 第二条第一項の許可を受けた者は、許可を受けたことを示す内閣府令で定める様式の
標識を営業所の見やすい場所に掲示するとともに、その事業の規模が著しく小さい場合その
他の内閣府令で定める場合を除き、内閣府令で定めるところにより、その氏名又は名称、許
可をした公安委員会の名称及び許可証の番号を電気通信回線に接続して行う自動公衆送信
（公衆によつて直接受信されることを目的として公衆からの求めに応じ自動的に送信を行
うことをいい、放送又は有線放送に該当するものを除く。）により公衆の閲覧に供しなけれ
ばならない。 
（営業の制限） 



 

第十一条 質屋は、その営業所又は質置主の住所若しくは居所以外の場所において物品を質に
取つてはならない。 
（確認及び申告） 

第十二条 質屋は、物品を質に取ろうとするときは、内閣府令で定める方法により、質置主の
住所、氏名、職業及び年齢を確認しなければならない。不正品の疑いがある場合においては、
直ちに警察官にその旨を申告しなければならない。 
（帳簿） 

第十三条 質屋は、内閣府令で定める様式により、帳簿を備え、質契約並びに質物返還及び流
質物処分をしたときは、その都度、その帳簿に次に掲げる事項を記載しなければならない。 
一 質契約の年月日 
二 質物の品目及び数量 
三 質物の特徴 
四 質置主の住所、氏名、職業、年齢及び特徴 
五 前条の規定により行つた確認の方法 
六 質物返還又は流質物処分の年月日 
七 流質物の品目及び数量 
八 流質物処分の相手方の住所及び氏名 

第十四条 質屋は、前条の帳簿を、最終の記載をした日から三年間、保存しなければならない。 
２ 質屋は、前条の帳簿を毀損し、亡失し、又は盗み取られたときは、直ちに営業所の所在地

の所轄警察署長に届け出なければならない。 
（質受証） 

第十五条 質屋は、質契約をしたときは、質札又は通帳を質置主に交付しなければならない。 
２ 質札及び通帳の様式並びにこれに記載すべき事項は、内閣府令で定める。 

（掲示） 
第十六条 質屋は、次の事項を営業所内の見やすい場所に掲示しなければならない。 

一 利率 
二 利息計算の方法 
三 流質期限 
四 前三号に掲げるもののほか、質契約の内容となるべき事項 
五 営業時間 

２ 前項第三号の流質期限は、質契約成立の日から三月未満（質置主が物品を取り扱う営業者
であり、かつ、その質に入れようとする物品がその取り扱つている物品である場合において
は、一月未満）の期間で定めてはならない。 

３ 質屋は、第一項第一号から第四号までに掲げる事項に係る掲示の内容と異なり、かつ、質
置主の不利益となるような質契約をしてはならない。 



 

４ 前項の規定に違反する契約は、その違反する部分については、当該掲示の内容によりされ
たものとみなす。 
（質物の返還） 

第十七条 質置主は、流質期限前は、いつでも元利金を弁済して、その質物を受け戻すことが
できる。この場合においては、質置主は、質札を返還し、又は通帳に質物を受け戻した旨の
記入を受けるものとする。 

２ 質屋は、内閣府令で定める方法により相手方が質物の受取について正当な権限を有する者
（以下この条において「受取権者」という。）であることを確認した場合でなければ、質物
を返還してはならない。 

３ 質屋が前項の内閣府令で定める方法により相手方が受取権者であることを確認して質物
を返還したときは、正当な返還をしたものとみなす。ただし、受取権者であると確認したこ
とについて過失がある場合は、この限りでない。 
（流質物の取得及び処分） 

第十八条 質屋は、流質期限を経過した時において、その質物の所有権を取得する。ただし、
質屋は、当該流質物を処分するまでは、質置主が元金及び流質期限までの利子並びに流質期
限経過の時に質契約を更新したとすれば支払うことを要する利子に相当する金額を支払つ
たときは、これを返還するように努めるものとする。 

２ 質屋は、古物営業法（昭和二十四年法律第百八号）第十四条第三項の規定にかかわらず、
同法第二条第二項第二号の古物市場において、流質物の売却をすることができる。 
（質物が滅失した場合等の措置） 

第十九条 災害その他の事由により、質物が滅失し、若しくは毀損し、又は盗難にかかつた場
合においては、質屋は、遅滞なく、当該質物の質置主にその旨を通知しなければならない。 

２ 災害その他質屋及び質置主双方の責めに帰することのできない事由により、質屋が質物の
占有を失つた場合においては、質屋は、その質物で担保される債権を失う。 

３ 質屋は、その責めに帰すべき事由により、質物が滅失し、若しくは毀損し、又は盗難にか
かつた場合における質置主の損害賠償請求権をあらかじめ放棄させる契約をすることはで
きない。 
（品触れ） 

第二十条 警視総監、道府県警察本部長又は警察署長は、必要があると認めるときは、質屋に
対して、盗品その他財産に対する罪に当たる行為によつて領得された物（第二十三条におい
て「盗品等」という。）の品触れを発することができる。 

２ 質屋は、前項の品触れを受けたときは、その品触書に到達の日付を記載し、その日から六
月間これを保存しなければならない。ただし、情報通信技術を活用した行政の推進等に関す
る法律（平成十四年法律第百五十一号）第七条第一項の規定により同法第六条第一項に規定
する電子情報処理組織を使用して行われた品触れについては、到達の日付を記載することを



 

要しない。 
３ 質屋は、品触れを受けた日にその物を質物若しくは流質物として所持していたとき、又は

前項の期間内に品触れに相当する質物を受け取つたときは、その旨を直ちに警察官に届け出
なければならない。 

４ 情報通信技術を活用した行政の推進等に関する法律第七条第一項の規定により同法第六
条第一項に規定する電子情報処理組織を使用して行われた品触れについては、同法第七条第
三項の規定は、適用しない。 
（質屋営業に関し行つた行為の取消しの制限） 

第二十一条 質屋（個人に限り、未成年者を除く。）が質屋営業に関し行つた行為は、行為能
力の制限によつては取り消すことができない。 
（盗品及び遺失物の回復） 

第二十二条 質屋が質物又は流質物として所持する物品が、盗品又は遺失物であつた場合にお
いては、その質屋が当該物品を同種の物を取り扱う営業者から善意で質に取つた場合におい
ても、被害者又は遺失主は、質屋に対し、これを無償で回復することを求めることができる。
但し、盗難又は遺失のときから一年を経過した後においては、この限りでない。 
（差止め） 

第二十三条 質屋が質物又は流質物として所持する物品について、盗品等又は遺失物であると
疑うに足りる相当な理由がある場合においては、警察署長は、当該質屋に対し、三十日以内
の期間を定めて、その物品の保管を命ずることができる。 
（立入検査） 

第二十四条 警察官は、必要があると認めるときは、営業時間中において、質屋の営業所及び
質物の保管場所に立ち入り、質物及び第十三条の規定による帳簿を検査し、又は関係者に質
問することができる。 

２ 前項の場合においては、警察官は、その身分を証明する証票を携帯し、関係者に、これを
提示しなければならない。 
（許可の取消し又は停止） 

第二十五条 公安委員会は、次の各号のいずれかに該当する場合において必要があると認める
ときは、質屋の許可を取り消し、又は一年以内の期間を定めて質屋営業の停止を命ずること
ができる。 
一 質屋が他の法令に違反して、拘禁刑以上の刑に処せられたとき、又は罰金の刑に処せら

れその情状が質屋として不適当なとき。 
二 質屋が第三条第一項第三号、第四号、第六号若しくは第九号に該当したとき、又は質屋

が法人である場合においてその業務を行う役員のうちに同項第一号若しくは第三号から
第七号までのいずれかに該当した者若しくは許可の取消し若しくは営業の停止をしよう
とするとき以前三年以内に第五条の規定に違反して罰金の刑に処せられた者若しくは許



 

可の取消し若しくは営業の停止をしようとするとき以前三年以内に他の法令に違反して
罰金の刑に処せられその情状が質屋として不適当な者があるに至つたとき。 

三 未成年者である質屋の法定代理人が第三条第一項第一号、第三号、第四号若しくは第七
号に該当し、若しくは該当するに至つたとき若しくは許可の取消し若しくは営業の停止を
しようとするとき以前三年以内に他の法令の規定に違反して罰金の刑に処せられその情
状が質屋として不適当なとき又は未成年者である質屋の法定代理人が法人である場合に
おいてその業務を行う役員のうちに同項第一号若しくは第三号から第七号までのいずれ
かに該当した者若しくは許可の取消し若しくは営業の停止をしようとするとき以前三年
以内に第五条の規定に違反して罰金の刑に処せられた者若しくは許可の取消し若しくは
営業の停止をしようとするとき以前三年以内に他の法令に違反して罰金の刑に処せられ
その情状が質屋として不適当な者があるに至つたとき。 

四 質屋、その代理人、使用人その他の従業者がこの法律又はこの法律に基づく命令に違反
したとき。ただし、質屋の代理人、使用人その他の従業者がこの法律又はこの法律に基づ
く命令に違反した場合においては、質屋（質屋が未成年者である場合においては、その法
定代理人）がその代理人又は使用人その他の従業者のした当該違反行為を防止するために
相当の注意を怠らなかつたことが証明された場合においては、この限りでない。 

２ 二以上の営業所を有する質屋が、一の営業所につき、前項の規定により質屋の許可を取り
消され、又は質屋営業の停止を命じられた場合においては、他の営業所についても、その所
在地を管轄する公安委員会は、情状により、その質屋の許可を取り消し、又はその質屋営業
の停止を命ずることができる。この場合においては、前者の所在地が当該公安委員会の管轄
に属すると否とを問わない。 
（聴聞の特例） 

第二十六条 公安委員会は、前条の規定により質屋営業の停止を命じようとするときは、行政
手続法（平成五年法律第八十八号）第十三条第一項の規定による意見陳述のための手続の区
分にかかわらず、聴聞を行わなければならない。 

２ 前条の規定による処分に係る聴聞を行うに当たつては、その期日の一週間前までに、行政
手続法第十五条第一項の規定による通知をし、かつ、聴聞の期日及び場所を公示しなければ
ならない。 

３ 前条の規定による処分に係る聴聞の期日における審理は、公開により行わなければならな
い。 
（公安委員会の通知） 

第二十七条 公安委員会は、他の公安委員会の許可を有する質屋又はその代理人、使用人、そ
の他の従業者がこの法律又はこの法律に基く命令に違反したことを認めたときは、遅滞なく、
その事実を当該公安委員会に通知しなければならない。 

２ 公安委員会は、質屋の許可を取り消し、又は営業の停止をした場合において、当該質屋が



 

他の公安委員会の管轄区域内に営業所を有するときは、直ちにその旨を当該公安委員会に通
知しなければならない。 
（質置主の保護） 

第二十八条 質屋が廃業し、又は質屋の許可を取り消された場合においては、質屋であつた者
は、廃業又は許可の取消を受けた日以前に成立した質契約については、当該質契約の内容に
従い、貸付金の回収、質物の返還その他当該質契約を終了させるため必要な行為をしなけれ
ばならない。 

２ 前項の規定は、質屋が営業の停止を受けた場合について準用する。 
３ 質屋が次の各号のいずれかに該当するに至つた場合においては、当該各号に掲げる者は、

当該各号に掲げる事由の発生した日以前に成立した質契約について、当該質契約の内容に従
い、貸付金の回収、質物の返還その他当該質契約を終了させるため必要な行為をしなければ
ならない。 
一 死亡した場合においては、その相続人のうち当該質屋の営業所ごとに管轄公安委員会の

承認を受けたもの又は相続財産の管理人若しくは相続財産の清算人 
二 法人である場合において、合併以外の事由により解散したときは、清算人又は破産管財

人 
三 法人である場合において、合併により消滅したときは、合併後存続する法人又は合併に

より設立した法人 
４ 第十三条、第十四条、第十七条から第二十四条までの規定の適用については、第一項の者

及び前項各号に掲げる者は、質屋とみなす。 
５ 第一項（第二項において準用する場合を含む。）又は第三項に規定する行為は、管轄公安

委員会の承認を受けた場合を除くの外、旧営業所においてしなければならない。 
６ 公安委員会は、第三項第一号又は前項の場合において、質置主の保護のため必要があると

認めるときは、承認を与えないことができる。 
（権限の委任） 

第二十九条 この法律又はこの法律に基づく政令の規定により道公安委員会の権限に属する
事務は、政令で定めるところにより、方面公安委員会に行わせることができる。 
（罰則） 

第三十条 第五条若しくは第六条の規定に違反し、又は第二十五条の規定による処分に違反し
た者は、三年以下の拘禁刑若しくは十万円以下の罰金に処し、又はこれを併科する。 

第三十一条 第十一条の規定に違反した者は、一年以下の拘禁刑若しくは三万円以下の罰金に
処し、又はこれを併科する。 

第三十二条 第四条第一項、第十二条前段、第十三条、第十四条第一項又は第二十条第二項若
しくは第三項の規定に違反し、又は第二十三条の規定による処分に違反した者は、六月以下
の拘禁刑若しくは二万円以下の罰金に処し、又はこれを併科する。 



 

第三十三条 次の各号のいずれかに該当する者は、二万円以下の罰金に処する。 
一 第四条第二項若しくは第三項、第八条第三項、第九条、第十条、第十四条第二項、第十

六条第一項、第二項若しくは第三項又は第二十八条第一項（同条第二項において準用する
場合を含む。）、第三項若しくは第五項の規定に違反した者 

二 第二十四条第一項の規定による警察官の立入り又は質物若しくは帳簿の検査を拒み、妨
げ、又は忌避した者 

第三十四条 過失により第二十条第三項の規定に違反した者は、拘留又は科料に処する。 
第三十五条 法人の代表者又は法人若しくは人の代理人、使用人その他の従業者が、その法人

又は人の業務に関し、第三十条から第三十三条までの違反行為をしたときは、行為者を罰す
るほか、その法人又は人に対しても、各本条の罰金刑を科する。 

第三十六条 質屋に対する出資の受入れ、預り金及び金利等の取締りに関する法律（昭和二十
九年法律第百九十五号）第五条第二項の規定の適用については、同項中「二十パーセント」
とあるのは、「百九・五パーセント（二月二十九日を含む一年については年百九・八パーセ
ントとし、一日当たりについては〇・三パーセントとする。）」と、同法第五条の四第一項
中「貸付け又は保証の期間が十五日未満であるときは、これを十五日として利息又は保証料
の計算をするものとする。」とあるのは、「月の初日から末日までの期間（当該期間の日数
は、その月の暦日の数にかかわらず、三十日とする。）を一期として利息を計算するものと
する。この場合において、貸付けの期間が一期に満たないときは一期とし、二以上の月にわ
たるときは、そのわたる月の数を期の数とする。」とする。 

２ 質屋については、出資の受入れ、預り金及び金利等の取締りに関する法律第五条第三項、
第八条第二項及び第九条第一項第二号の規定は、適用しない。 

附 則 
１ この法律は、昭和二十五年七月一日から施行する。 
２ 質屋取締法（明治二十八年法律第十四号）及び質屋取締法細則（明治二十八年内務省令第

九号）は、廃止する。 
３ この法律施行の際、質屋取締法の規定により免許若しくは許可を受け、又は営業の禁止若

しくは停止を受けている者は、それぞれ、この法律の相当規定による許可を受け、又は許可
の取消若しくは営業の停止を受けた者とみなす。 

４ 前項の規定により許可を受けた者とみなされた者は、この法律施行後三月以内に第八条第
一項の規定による許可証の交付を申請しなければならない。当該期間内に許可証の交付を申
請しない場合においては、その許可は、当該期間経過の時において、取り消されたものとみ
なす。 

５ 第三条第一項第二号の規定の適用については、質屋取締法第一条の規定に違反した者は、
第五条の規定に違反した者とみなす。 

６ この法律施行前に成立した質契約については、質屋取締法及び質屋取締法細則の規定は、



 

この法律施行後においても、なおその効力を有する。 
７ この法律施行前にした質屋取締法に違反する行為及び前項の規定によりなお効力を有す

る質屋取締法に違反する行為に対する罰則の適用については、なお従前の例による。 
８ 公益質屋法（昭和二年法律第三十五号）の一部を次のように改正する。 

〔次のよう略〕 
附 則〔昭和二六年六月一二日法律第二三三号抄〕 

１ この法律は、公布の日から施行する。 
附 則〔昭和二九年六月八日法律第一六三号抄〕 

（施行期日） 
１ この法律〔中略〕は、警察法（昭和二十九年法律第百六十二号。同法附則第一項但書に係

る部分を除く。）の施行の日〔昭和二九年七月一日〕から施行する。 
（都道府県公安委員会等の許可等の経過規定） 

２ この法律の施行の際、改正前の道路交通取締法、風俗営業取締法、古物営業法、質屋営業
法又は銃砲刀剣類等所持取締令の規定により都道府県公安委員会、市町村公安委員会又は特
別区公安委員会の行つた許可、免許、取消、停止その他の処分で現にその効力を有するもの
は、改正後の相当規定により都道府県公安委員会のした処分とみなす。但し、当該処分に期
限が附されている場合においては、当該処分の期限は、改正前のこれらの法令の規定により
処分がなされた日から起算するものとする。 
（都道府県公安委員会等に対する申請等の経過規定） 

３ この法律の施行の際、改正前の道路交通取締法、風俗営業取締法、古物営業法、質屋営業
法又は銃砲刀剣類等所持取締令の規定により都道府県公安委員会、市町村公安委員会又は特
別区公安委員会に対してなされた許可、免許その他の処分の申請、届出その他の手続は、改
正後の相当規定によりなされたものとみなす。但し、改正前のこれらの法令の規定による許
可、免許その他の処分の申請の際すでに納付された手数料の帰属については、改正後のこれ
らの法令の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

７ この法律の施行後一年間は、この法律による改正後の法律の規定中「都道府県公安委員会」
とあるのは「都道府県公安委員会又は市公安委員会」と、「都道府県警察」とあるのは「都
道府県警察又は市警察」と、「道府県警察本部長」とあるのは「道府県警察本部長又は市警
察本部長」と読み替えるものとする。 

８ この法律の施行後一年間は、この法律による改正後の道路交通取締法第二十六条の三、風
俗営業取締法第二条の二、古物営業法第十四条、質屋営業法第十一条及び銃砲刀剣類等所持
取締令第十九条第一項中「都道府県」とあるのは、「都道府県又は市」と読み替えるものと
する。 

９ この法律の施行後一年間は、この法律の附則第二項中「都道府県公安委員会のした処分」
とあるのは「都道府県公安委員会又は市公安委員会のした処分」〔中略〕と読み替えるもの



 

とする。 
附 則〔昭和二九年六月二三日法律第一九六号〕 

１ この法律は、出資の受入、預り金及び金利等の取締等に関する法律第五条の規定の施行の
日〔昭和二九年一〇月一日〕から施行する。 

２ この法律の施行の日が月の中途である場合においては、この法律の施行前にした質契約で
その利率が出資の受入、預り金及び金利等の取締等に関する法律第五条第一項及び第二項の
規定による割合をこえているものについては、当該月の初日からこの法律の施行の日の前日
までの期間は、なお従前定められていた利率によるものとするものとし、この法律の施行の
日からその月の末日までの期間に係る利息は、百円につき一日三十銭の割合により計算する
ものとする。 

附 則〔昭和三〇年七月四日法律第五一号抄〕 
（施行期日） 

１ この法律の施行期日は、公布の日から起算して三月をこえない範囲内において政令で定め
る。 

〔昭和三〇年八月政令一六七号により、昭和三〇・一〇・一から施行〕 
附 則〔昭和三七年四月一三日法律第七六号抄〕 

（施行期日） 
１ この法律は、公布の日から起算して三月をこえない範囲内において政令で定める日から施

行する。 
〔昭和三七年六月政令二四七号により、昭和三七・七・一から施行〕 

（経過規定） 
２ この法律の施行前にこの法律による改正前の質屋営業法第二十五条第一項若しくは第二

項又はこの法律による改正前の古物営業法第二十四条第一項、第二項若しくは第三項の規定
により都道府県公安委員会がした質屋営業又は古物商若しくは市場主の営業若しくはせり
売の停止処分は、この法律の施行後も、当該停止期間の満了する日までの間は、なおその効
力を有する。 

３ この法律の施行前にした行為に対する罰則の適用については、なお従前の例による。 
附 則〔昭和三七年五月一六日法律第一四〇号抄〕 

１ この法律は、昭和三十七年十月一日から施行する。 
２ この法律による改正後の規定は、この附則に特別の定めがある場合を除き、この法律の施

行前に生じた事項にも適用する。ただし、この法律による改正前の規定によつて生じた効力
を妨げない。 

３ この法律の施行の際現に係属している訴訟については、当該訴訟を提起することができな
い旨を定めるこの法律による改正後の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

４ この法律の施行の際現に係属している訴訟の管轄については、当該管轄を専属管轄とする



 

旨のこの法律による改正後の規定にかかわらず、なお従前の例による。 
５ この法律の施行の際現にこの法律による改正前の規定による出訴期間が進行している処

分又は裁決に関する訴訟の出訴期間については、なお従前の例による。ただし、この法律に
よる改正後の規定による出訴期間がこの法律による改正前の規定による出訴期間より短い
場合に限る。 

６ この法律の施行前にされた処分又は裁決に関する当事者訴訟で、この法律による改正によ
り出訴期間が定められることとなつたものについての出訴期間は、この法律の施行の日から
起算する。 

７ この法律の施行の際現に係属している処分又は裁決の取消しの訴えについては、当該法律
関係の当事者の一方を被告とする旨のこの法律による改正後の規定にかかわらず、なお従前
の例による。ただし、裁判所は、原告の申立てにより、決定をもつて、当該訴訟を当事者訴
訟に変更することを許すことができる。 

８ 前項ただし書の場合には、行政事件訴訟法第十八条後段及び第二十一条第二項から第五項
までの規定を準用する。 

附 則〔昭和四五年六月一日法律第一一一号抄〕 
（施行期日） 

１ この法律は、公布の日から施行する。〔後略〕 
（経過措置） 

２ 第一条の規定による改正前の質屋営業法第十五条第一項の規定による承認に係る帳簿に
ついては、第一条の規定による改正後の質屋営業法第十五条第一項の規定は、適用しない。 

附 則〔昭和五三年五月一日法律第三八号抄〕 
１ この法律は、公布の日から施行する。〔後略〕 

附 則〔昭和五六年五月三〇日法律第五八号抄〕 
１ この法律は、公布の日から施行する。〔後略〕 

附 則〔昭和五八年五月一三日法律第三三号抄〕 
（施行期日） 

１ この法律は、貸金業の規制等に関する法律（昭和五十八年法律第三十二号）の施行の日〔昭
和五八年一一月一日〕から施行する。 

附 則〔平成五年一一月一二日法律第八九号抄〕 
（施行期日） 

第一条 この法律は、行政手続法（平成五年法律第八十八号）の施行の日〔平成六年一〇月一
日〕から施行する。 
（諮問等がされた不利益処分に関する経過措置） 

第二条 この法律の施行前に法令に基づき審議会その他の合議制の機関に対し行政手続法第
十三条に規定する聴聞又は弁明の機会の付与の手続その他の意見陳述のための手続に相当



 

する手続を執るべきことの諮問その他の求めがされた場合においては、当該諮問その他の求
めに係る不利益処分の手続に関しては、この法律による改正後の関係法律の規定にかかわら
ず、なお従前の例による。 
（罰則に関する経過措置） 

第十三条 この法律の施行前にした行為に対する罰則の適用については、なお従前の例による。 
（聴聞に関する規定の整理に伴う経過措置） 

第十四条 この法律の施行前に法律の規定により行われた聴聞、聴問若しくは聴聞会（不利益
処分に係るものを除く。）又はこれらのための手続は、この法律による改正後の関係法律の
相当規定により行われたものとみなす。 
（政令への委任） 

第十五条 附則第二条から前条までに定めるもののほか、この法律の施行に関して必要な経過
措置は、政令で定める。 

附 則〔平成七年四月一九日法律第六六号抄〕 
（施行期日） 

第一条 この法律は、公布の日から起算して六月を超えない範囲内において政令で定める日か
ら施行する。 

〔平成七年七月政令二八六号により、平成七・一〇・一八から施行〕 
附 則〔平成一一年七月一六日法律第八七号抄〕 

（施行期日） 
第一条 この法律は、平成十二年四月一日から施行する。ただし、次の各号に掲げる規定は、

当該各号に定める日から施行する。 
一 〔前略〕附則第七条、第十条、第十二条、第五十九条ただし書、第六十条第四項及び第

五項、第七十三条、第七十七条、第百五十七条第四項から第六項まで、第百六十条、第百
六十三条、第百六十四条並びに第二百二条の規定 公布の日 

二～六 〔略〕 
（国等の事務） 

第百五十九条 この法律による改正前のそれぞれの法律に規定するもののほか、この法律の施
行前において、地方公共団体の機関が法律又はこれに基づく政令により管理し又は執行する
国、他の地方公共団体その他公共団体の事務（附則第百六十一条において「国等の事務」と
いう。）は、この法律の施行後は、地方公共団体が法律又はこれに基づく政令により当該地
方公共団体の事務として処理するものとする。 
（処分、申請等に関する経過措置） 

第百六十条 この法律（附則第一条各号に掲げる規定については、当該各規定。以下この条及
び附則第百六十三条において同じ。）の施行前に改正前のそれぞれの法律の規定によりされ
た許可等の処分その他の行為（以下この条において「処分等の行為」という。）又はこの法



 

律の施行の際現に改正前のそれぞれの法律の規定によりされている許可等の申請その他の
行為（以下この条において「申請等の行為」という。）で、この法律の施行の日においてこ
れらの行為に係る行政事務を行うべき者が異なることとなるものは、附則第二条から前条ま
での規定又は改正後のそれぞれの法律（これに基づく命令を含む。）の経過措置に関する規
定に定めるものを除き、この法律の施行の日以後における改正後のそれぞれの法律の適用に
ついては、改正後のそれぞれの法律の相当規定によりされた処分等の行為又は申請等の行為
とみなす。 

２ この法律の施行前に改正前のそれぞれの法律の規定により国又は地方公共団体の機関に
対し報告、届出、提出その他の手続をしなければならない事項で、この法律の施行の日前に
その手続がされていないものについては、この法律及びこれに基づく政令に別段の定めがあ
るもののほか、これを、改正後のそれぞれの法律の相当規定により国又は地方公共団体の相
当の機関に対して報告、届出、提出その他の手続をしなければならない事項についてその手
続がされていないものとみなして、この法律による改正後のそれぞれの法律の規定を適用す
る。 
（不服申立てに関する経過措置） 

第百六十一条 施行日前にされた国等の事務に係る処分であって、当該処分をした行政庁（以
下この条において「処分庁」という。）に施行日前に行政不服審査法に規定する上級行政庁
（以下この条において「上級行政庁」という。）があったものについての同法による不服申
立てについては、施行日以後においても、当該処分庁に引き続き上級行政庁があるものとみ
なして、行政不服審査法の規定を適用する。この場合において、当該処分庁の上級行政庁と
みなされる行政庁は、施行日前に当該処分庁の上級行政庁であった行政庁とする。 

２ 前項の場合において、上級行政庁とみなされる行政庁が地方公共団体の機関であるときは、
当該機関が行政不服審査法の規定により処理することとされる事務は、新地方自治法第二条
第九項第一号に規定する第一号法定受託事務とする。 
（手数料に関する経過措置） 

第百六十二条 施行日前においてこの法律による改正前のそれぞれの法律（これに基づく命令
を含む。）の規定により納付すべきであった手数料については、この法律及びこれに基づく
政令に別段の定めがあるもののほか、なお従前の例による。 
（罰則に関する経過措置） 

第百六十三条 この法律の施行前にした行為に対する罰則の適用については、なお従前の例に
よる。 
（その他の経過措置の政令への委任） 

第百六十四条 この附則に規定するもののほか、この法律の施行に伴い必要な経過措置（罰則
に関する経過措置を含む。）は、政令で定める。 

２ 附則第十八条、第五十一条及び第百八十四条の規定の適用に関して必要な事項は、政令で



 

定める。 
附 則〔平成一一年一二月八日法律第一五一号抄〕 

（施行期日） 
第一条 この法律は、平成十二年四月一日から施行する。〔後略〕 

（経過措置） 
第三条 民法の一部を改正する法律（平成十一年法律第百四十九号）附則第三条第三項の規定

により従前の例によることとされる準禁治産者及びその保佐人に関するこの法律による改
正規定の適用については、次に掲げる改正規定を除き、なお従前の例による。 
一～二十五 〔略〕 

第四条 この法律の施行前にした行為に対する罰則の適用については、なお従前の例による。 
附 則〔平成一一年一二月一七日法律第一五五号抄〕 

（施行期日） 
第一条 この法律は、平成十二年六月一日から施行する。 

（見直し） 
第八条 この法律による改正後の出資の受入れ、預り金及び金利等の取締りに関する法律第五

条第二項については、この法律の施行後三年を経過した場合において、資金需給の状況その
他の経済・金融情勢、貸金業者の業務の実態等を勘案して検討を加え、必要な見直しを行う
ものとする。 

〔平成一一年一二月二二日法律第一六〇号抄〕 
（処分、申請等に関する経過措置） 

第千三百一条 中央省庁等改革関係法及びこの法律（以下「改革関係法等」と総称する。）の
施行前に法令の規定により従前の国の機関がした免許、許可、認可、承認、指定その他の処
分又は通知その他の行為は、法令に別段の定めがあるもののほか、改革関係法等の施行後は、
改革関係法等の施行後の法令の相当規定に基づいて、相当の国の機関がした免許、許可、認
可、承認、指定その他の処分又は通知その他の行為とみなす。 

２ 改革関係法等の施行の際現に法令の規定により従前の国の機関に対してされている申請、
届出その他の行為は、法令に別段の定めがあるもののほか、改革関係法等の施行後は、改革
関係法等の施行後の法令の相当規定に基づいて、相当の国の機関に対してされた申請、届出
その他の行為とみなす。 

３ 改革関係法等の施行前に法令の規定により従前の国の機関に対し報告、届出、提出その他
の手続をしなければならないとされている事項で、改革関係法等の施行の日前にその手続が
されていないものについては、法令に別段の定めがあるもののほか、改革関係法等の施行後
は、これを、改革関係法等の施行後の法令の相当規定により相当の国の機関に対して報告、
届出、提出その他の手続をしなければならないとされた事項についてその手続がされていな
いものとみなして、改革関係法等の施行後の法令の規定を適用する。 



 

（従前の例による処分等に関する経過措置） 
第千三百二条 なお従前の例によることとする法令の規定により、従前の国の機関がすべき免

許、許可、認可、承認、指定その他の処分若しくは通知その他の行為又は従前の国の機関に
対してすべき申請、届出その他の行為については、法令に別段の定めがあるもののほか、改
革関係法等の施行後は、改革関係法等の施行後の法令の規定に基づくその任務及び所掌事務
の区分に応じ、それぞれ、相当の国の機関がすべきものとし、又は相当の国の機関に対して
すべきものとする。 
（罰則に関する経過措置） 

第千三百三条 改革関係法等の施行前にした行為に対する罰則の適用については、なお従前の
例による。 
（政令への委任） 

第千三百四十四条 第七十一条から第七十六条まで及び第千三百一条から前条まで並びに中
央省庁等改革関係法に定めるもののほか、改革関係法等の施行に関し必要な経過措置（罰則
に関する経過措置を含む。）は、政令で定める。 

附 則〔平成一一年一二月二二日法律第一六〇号抄〕 
（施行期日） 

第一条 この法律（第二条及び第三条を除く。）は、平成十三年一月六日から施行する。ただ
し、次の各号に掲げる規定は、当該各号に定める日から施行する。 
一 〔前略〕第千三百四十四条の規定 公布の日 
二 〔略〕 

附 則〔平成一四年一二月一三日法律第一五二号抄〕 
（施行期日） 

第一条 この法律は、行政手続等における情報通信の技術の利用に関する法律（平成十四年法
律第百五十一号）の施行の日〔平成一五年二月三日〕から施行する。〔後略〕 
（罰則に関する経過措置） 

第四条 この法律の施行前にした行為に対する罰則の適用については、なお従前の例による。 
（その他の経過措置の政令への委任） 

第五条 前三条に定めるもののほか、この法律の施行に関し必要な経過措置は、政令で定める。 
附 則〔平成一五年八月一日法律第一三六号抄〕 

（施行期日） 
第一条 この法律は、公布の日から起算して六月を超えない範囲内において政令で定める日か

ら施行する。ただし、次の各号に掲げる規定は、当該各号に定める日から施行する。 
一 〔前略〕附則第六条、第八条から第十一条まで、第十三条、第十六条及び第十七条の規

定 公布の日から起算して一月を経過した日 
二 〔略〕 



 

附 則〔平成一六年一二月一日法律第一四七号抄〕 
（施行期日） 

第一条 この法律は、公布の日から起算して六月を超えない範囲内において政令で定める日か
ら施行する。 

 〔平成一七年三月政令三六号により、平成一七・四・一から施行〕 
附 則〔平成一八年一二月二〇日法律第一一五号抄〕 

沿革 
平成二三年 六月二四日号外法律第七四号〔情報処理の高度化等に対

処するための刑法等の一部を改正する法律附則四四条による改正〕 
（施行期日） 

第一条 この法律は、公布の日から起算して一年を超えない範囲内において政令で定める日
（以下「施行日」という。）から施行する。ただし、次の各号に掲げる規定は、当該各号に
定める日から施行する。 
一 附則第六十六条の規定 公布の日 
二 〔前略〕附則第二十九条第二項、第三十条から第三十二条まで及び第三十四条の規定 公

布の日から起算して一月を経過した日 
三 〔略〕 
四 〔前略〕附則第十七条から第二十八条まで、第二十九条第三項、第三十五条〔中略〕の

規定 施行日から起算して二年六月を超えない範囲内において政令で定める日 
〔平成二二年四月政令一二八号により、平成二二・六・一八から施行〕 

（政府の責務） 
第六十六条 政府は、多重債務問題（貸金業を営む者による貸付けに起因して、多数の資金需

要者等が重畳的又は累積的な債務を負うことにより、その営む社会的経済的生活に著しい支
障が生じている状況をめぐる国民生活上及び国民経済の運営上の諸問題をいう。以下同じ。）
の解決の重要性にかんがみ、関係省庁相互間の連携を強化することにより、資金需要者等が
借入れ又は返済に関する相談又は助言その他の支援を受けることができる体制の整備、資金
需要者への資金の融通を図るための仕組みの充実、違法な貸金業を営む者に対する取締りの
強化、貸金業者に対する処分その他の監督の状況の検証、この法律による改正後の規定の施
行状況の検証その他多重債務問題の解決に資する施策を総合的かつ効果的に推進するよう
努めなければならない。 
（検討） 

第六十七条 政府は、貸金業制度の在り方について、この法律の施行後二年六月以内に、この
法律による改正後の規定の実施状況、貸金業者の実態等を勘案し、第四条の規定による改正
後の規定を円滑に実施するために講ずべき施策の必要性の有無について検討を加え、その検
討の結果に応じて所要の見直しを行うものとする。 



 

２ 政府は、出資の受入れ、預り金及び金利等の取締りに関する法律及び利息制限法に基づく
金利の規制の在り方について、この法律の施行後二年六月以内に、資金需給の状況その他の
経済金融情勢、貸付けの利率の設定の状況その他貸金業者の業務の実態等を勘案し、第五条
及び第七条の規定による改正後の規定を円滑に実施するために講ずべき施策の必要性の有
無について検討を加え、その検討の結果に応じて所要の見直しを行うものとする。 

３ 政府は、この法律の施行後二年六月を経過した後適当な時期において、この法律による改
正後の規定の実施状況について検討を加え、必要があると認めるときは、その結果に応じて
所要の見直しを行うものとする。 

附 則〔平成二三年六月三日法律第六一号抄〕 
（施行期日） 

第一条 この法律は、公布の日から起算して一年を超えない範囲内において政令で定める日
（以下「施行日」という。）から施行する。〔後略〕 

〔平成二三年一二月政令三九五号により、平成二四・四・一から施行〕 
附 則〔平成二三年六月二四日法律第七四号抄〕 

（施行期日） 
第一条 この法律は、公布の日から起算して二十日を経過した日から施行する。〔後略〕 

附 則〔平成三〇年四月二五日法律第二一号抄〕 
（施行期日） 

第一条 この法律は、公布の日から起算して二年を超えない範囲内において政令で定める日か
ら施行する。〔後略〕 

〔令和元年一一月政令一六五号により、令和二・四・一から施行〕 
附 則〔令和元年五月三一日法律第一六号抄〕 

（施行期日） 
第一条 この法律は、公布の日から起算して九月を超えない範囲内において政令で定める日か

ら施行する。〔後略〕 
〔令和元年一二月政令一八二号により、令和元・一二・一六から施行〕 

（質屋営業法の一部改正に伴う調整規定） 
第二十七条 施行日が成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化等を図るための関係

法律の整備に関する法律（令和元年法律第三十七号）附則第一条第二号に掲げる規定の施行
の日前である場合には、前条中「第二十条第二項ただし書」とあるのは、「第二十一条第二
項ただし書」とする。 

附 則〔令和元年六月一四日法律第三七号抄〕 
（施行期日） 

第一条 この法律は、公布の日から起算して三月を経過した日から施行する。ただし、次の各
号に掲げる規定は、当該各号に定める日から施行する。 



 

一 〔前略〕次条並びに附則第三条及び第六条の規定 公布の日 
二 〔前略〕第二章第二節〔中略〕の規定 公布の日から起算して六月を経過した日 
三・四 〔略〕 
（行政庁の行為等に関する経過措置） 

第二条 この法律（前条各号に掲げる規定にあっては、当該規定。以下この条及び次条におい
て同じ。）の施行の日前に、この法律による改正前の法律又はこれに基づく命令の規定（欠
格条項その他の権利の制限に係る措置を定めるものに限る。）に基づき行われた行政庁の処
分その他の行為及び当該規定により生じた失職の効力については、なお従前の例による。 
（罰則に関する経過措置） 

第三条 この法律の施行前にした行為に対する罰則の適用については、なお従前の例による。 
（検討） 

第七条 政府は、会社法（平成十七年法律第八十六号）及び一般社団法人及び一般財団法人に
関する法律（平成十八年法律第四十八号）における法人の役員の資格を成年被後見人又は被
保佐人であることを理由に制限する旨の規定について、この法律の公布後一年以内を目途と
して検討を加え、その結果に基づき、当該規定の削除その他の必要な法制上の措置を講ずる
ものとする。 

附 則〔令和三年四月二八日法律第二四号抄〕 
（施行期日） 

第一条 この法律は、公布の日から起算して二年を超えない範囲内において政令で定める日か
ら施行する。ただし、次の各号に掲げる規定は、当該各号に定める日から施行する。 

〔令和三年一二月政令三三二号により、令和五・四・一から施行〕 
一 〔前略〕附則第三十四条の規定 公布の日 
二・三 〔略〕 
（その他の経過措置の政令等への委任） 

第三十四条 この附則に定めるもののほか、この法律の施行に関し必要な経過措置は、政令で
定める。 

２ 〔略〕 
〔令和四年六月一七日法律第六八号抄〕 

（罰則の適用等に関する経過措置） 
第四百四十一条 刑法等の一部を改正する法律（令和四年法律第六十七号。以下「刑法等一部

改正法」という。）及びこの法律（以下「刑法等一部改正法等」という。）の施行前にした
行為の処罰については、次章に別段の定めがあるもののほか、なお従前の例による。 

２ 刑法等一部改正法等の施行後にした行為に対して、他の法律の規定によりなお従前の例に
よることとされ、なお効力を有することとされ又は改正前若しくは廃止前の法律の規定の例
によることとされる罰則を適用する場合において、当該罰則に定める刑（刑法施行法第十九



 

条第一項の規定又は第八十二条の規定による改正後の沖縄の復帰に伴う特別措置に関する
法律第二十五条第四項の規定の適用後のものを含む。）に刑法等一部改正法第二条の規定に
よる改正前の刑法（明治四十年法律第四十五号。以下この項において「旧刑法」という。）
第十二条に規定する懲役（以下「懲役」という。）、旧刑法第十三条に規定する禁錮（以下
「禁錮」という。）又は旧刑法第十六条に規定する拘留（以下「旧拘留」という。）が含ま
れるときは、当該刑のうち無期の懲役又は禁錮はそれぞれ無期拘禁刑と、有期の懲役又は禁
錮はそれぞれその刑と長期及び短期（刑法施行法第二十条の規定の適用後のものを含む。）
を同じくする有期拘禁刑と、旧拘留は長期及び短期（刑法施行法第二十条の規定の適用後の
ものを含む。）を同じくする拘留とする。 
（裁判の効力とその執行に関する経過措置） 

第四百四十二条 懲役、禁錮及び旧拘留の確定裁判の効力並びにその執行については、次章に
別段の定めがあるもののほか、なお従前の例による。 
（人の資格に関する経過措置） 

第四百四十三条 懲役、禁錮又は旧拘留に処せられた者に係る人の資格に関する法令の規定の
適用については、無期の懲役又は禁錮に処せられた者はそれぞれ無期拘禁刑に処せられた者
と、有期の懲役又は禁錮に処せられた者はそれぞれ刑期を同じくする有期拘禁刑に処せられ
た者と、旧拘留に処せられた者は拘留に処せられた者とみなす。 

２ 拘禁刑又は拘留に処せられた者に係る他の法律の規定によりなお従前の例によることと
され、なお効力を有することとされ又は改正前若しくは廃止前の法律の規定の例によること
とされる人の資格に関する法令の規定の適用については、無期拘禁刑に処せられた者は無期
禁錮に処せられた者と、有期拘禁刑に処せられた者は刑期を同じくする有期禁錮に処せられ
た者と、拘留に処せられた者は刑期を同じくする旧拘留に処せられた者とみなす。 
（経過措置の政令への委任） 

第五百九条 この編に定めるもののほか、刑法等一部改正法等の施行に伴い必要な経過措置は、
政令で定める。 

附 則〔令和四年六月一七日法律第六八号抄〕 
（施行期日） 

１ この法律は、刑法等一部改正法〔刑法等の一部を改正する法律＝令和四年六月法律第六七
号〕施行日〔令和七年六月一日〕から施行する。ただし、次の各号に掲げる規定は、当該各
号に定める日から施行する。 
一 第五百九条の規定 公布の日 
二 〔略〕 

附 則〔令和五年六月一六日法律第六三号抄〕 
（施行期日） 

第一条 この法律は、公布の日から起算して一年を超えない範囲内において政令で定める日か



 

ら施行する。ただし、次の各号に掲げる規定は、当該各号に定める日から施行する。 
〔令和五年九月政令二八四号により、令和六・四・一から施行〕 

一 〔前略〕附則第七条〔中略〕の規定 公布の日 
二 〔略〕 
（罰則に関する経過措置） 

第六条 この法律の施行前にした行為に対する罰則の適用については、なお従前の例による。 
（政令への委任） 

第七条 この附則に定めるもののほか、この法律の施行に関し必要な経過措置（罰則に関する
経過措置を含む。）は、政令で定める。 


